
※チェックリストに従うことで、法令違反がないことを保証する資料ではありません。
※あくまで参考としてご活⽤いただくことを想定している資料です。実際の制度内容は国の資料等をご確認ください。
※当資料は、2025年5⽉時点の内容となっております。最新の情報はの資料等をご確認ください。
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ご⾃⾝の状況や将来設計と照らし合わせながら、国⺠年⾦基⾦のメリットを確認してみましょう。

税制優遇

⽀払う掛⾦が全額「社会保険料控除」の対象となり、所得税や住⺠税の負担を軽減できる。

（配偶者やお⼦様など、⽣計を⼀にするご家族が国⺠年⾦基⾦に加⼊している場合）そのご家族の掛⾦も、⾃⾝の所得から控除できる場合がある。

年⾦額‧給付内容

⽼齢基礎年⾦に上乗せして、将来受け取る年⾦額を増やせる。

加⼊時に選択した給付タイプに基づき、将来受け取れる年⾦額があらかじめ確定する。

1⼝⽬は終⾝年⾦で、⽣涯にわたる保障を確保できる。

2⼝⽬以降は、保証期間付きの終⾝年⾦や受給期間が決まっている確定年⾦など、複数のタイプから⾃分のライフプランに
合わせて給付設計ができる。

万が⼀、年⾦受給前や保証期間中に亡くなった場合、遺族に⼀時⾦が⽀払われる給付タイプがある。
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制度の安定性‧利便性

国が運営に関与する公的な年⾦制度であるため、安⼼感がある。

iDeCo（個⼈型確定拠出年⾦）との併⽤も可能で、両制度のメリットを活かせる（掛⾦上限は合算）。

こんな⽅におすすめ

⾃営業者‧フリーランス（国⺠年⾦第1号被保険者）で、会社員のような厚⽣年⾦がないため、⽼後の所得を増やしたい。

将来の年⾦額の⾒通しを⽴てて計画的に準備したい。

節税しながら⽼後資⾦を準備したい。

節税
⽼後の

資⾦


